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H7年 12 17 22 27 30 R1 2 3 4

耕種 6,690 5,849 5,642 4,806 5,340 5,246 5,207 5,329 5,456 5,384

その他畜産 947 1,017 957 946 1,224 1,305 1,295 1,394 1,544 1,673

肉牛 486 538 646 559 972 1,016 1,049 960 1,131 1,203

乳用牛 3,018 3,145 3,415 3,634 4,317 5,026 5,006 4,983 4,976 4,660
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全国、北海道の畜産の農業産出額の内訳（令和４年）

全国：3兆4,673億円 北海道：7,535億円

○ 令和４年（2022年）の北海道の農業産出額は１兆2,919億円で全国（９兆147億円）の14.3％。
○ このうち畜産の産出額は7,535億円と全体の58.3％を占め、乳業・食品加工業や生産資材産業など裾野の

広い関連産業とともに地域の雇用や経済を支える重要な基幹産業。
○ 全国の畜産の農業産出額（３兆4,673億円）のうち本道の占める割合は21.7％で、国内最大の生産地。このうち

乳用牛が4,660億円と畜産全体の61.8％。

Ⅰ 酪農・畜産の位置付け

資料：農林水産省「生産農業所得統計」
※単位未満で四捨五入しているため、内訳と合計は必ずしも一致しない。

１

畜産
7,535
億円
（58.3%）

計
１兆2,919億円

計
１兆1,441億円

耕種
5,384
億円
（41.7%）耕種

6,690
億円

畜産
4,451
億円

（億円）

〔単位：億円〕

資料：農林水産省「生産農業所得統計」
※単位未満で四捨五入しているため、内訳と合計は必ずしも一致しない。



資料：農林水産省「生産農業所得統計」
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2,633 

生農業産出額の都道府県別生乳の内訳（令和４年）

【全国：7,917億円】

○ 令和４年（2022年）の全国の乳用牛（乳用牛・生乳）農業産出額は8,844億円、このうち北海道の割合は52.7％
（4,660億円）であり、いずれも前年からやや減少。

○ このうち北海道の生乳の農業産出額は、4,109億円と全国の51.9％。全国の増加率100.7％に対して、北海道は
101.0％。

２

H7年 12 17 22 27 30 R1 2 3 4

乳用牛（全国） 7,917 7,675 7,834 7,725 8,397 9,339 9,353 9,310 9,286 8,844

乳用牛（北海道） 3,018 3,145 3,415 3,634 4,317 5,026 5,006 4,983 4,976 4,660

生乳（全国） 7,014 6,822 6,759 6,747 7,314 7,473 7,629 7,798 7,863 7,917

生乳（北海道） 2,542 2,664 2,791 3,041 3,544 3,826 3,945 4,026 4,069 4,109
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（億円） 農業産出額（乳用牛・生乳）の推移
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乳用牛・生乳の農業産出額の都道府県別内訳（令和４年）

【全国：8,844億円】

資料：農林水産省「生産農業所得統計」
※単位未満で四捨五入しているため、内訳と合計は必ずしも一致しない。

Ⅱ 酪農

１ 北海道における酪農の位置付け

〔単位：億円〕

〔単位：億円〕

資料：農林水産省「生産農業所得統計」



H2年 7 12 17 22 27 30 R1 2 3 4 5

飼養頭数 847,400882,900866,900857,500826,800792,400790,900801,000820,900829,900846,100842,700

乳用牛飼養戸数 15,000 11,900 9,950 8,830 7,690 6,680 6,140 5,970 5,840 5,710 5,560 5,380

頭数/戸 56.5 74.2 87.1 97.1 107.5 118.6 128.8 134.2 140.6 145.3 152.2 156.6
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○ 乳用牛の飼養戸数は、令和５年（2023年）２月１日現在、前年比3.2％減の5,380戸（平成２年対比35.9％）。
○ 飼養頭数は、平成30年（2018年）以降増加傾向にあったが、生乳の生産抑制の影響もあり、前年比0.4％減の

842,700頭（平成２年対比99.4％）。１戸当たり飼養頭数は156.6頭（平成２年対比277.2％）。
○ 令和４年度（2022年度）の生乳生産量は、生乳需給が緩和し、生産者団体が自主的に生乳の生産抑制に取り

組んだことにより、前年度比98.7％の425万トン。
○ 北海道の生乳生産量の全国に占める割合は年々増加し、平成22年度（2010年度）には過半を超え、令和４年

度（2022年度）は56.5％。

資料：農林水産省「畜産統計」 資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、北海道農政部調べ

２ 乳用牛飼養状況と生乳生産量の推移

３

H27～
畜産クラスター事業実施

（千ｔ） 全国、北海道、都府県の生乳生産量の推移（頭） （戸）
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区 分 H2年度 7 12 17 22 27 30 R1 2 3 4

全国（千トン） 8,203 8,467 8,415 8,293 7,631 7,407 7,282 7,362 7,433 7,647 7,533

北海道(千トン) 3,086 3,472 3,622 3,883 3,897 3,912 3,967 4,092 4,158 4,311 4,254

北海道のシェア 37.6% 41.0% 43.0% 46.8% 51.1% 52.7% 54.5% 55.6% 55.8% 56.4% 56.5%

生乳出荷戸数 12,679 10,490 8,988 7,909 6,974 5,945 5,481 5,308 5,195 5,044 4,822

生産量／戸(トン) 243 331 403 491 559 658 724 771 800 855 882
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全算入生産費(円) 北海道における牛乳生産費と所得の推移（搾乳牛1頭当たり）

○ 牛乳生産費（搾乳牛1頭当たりの全算入生産費）は、飼料費や光熱費及び動力費等の上昇により、令和４年
（2022年）は、前年比118,300円増の952,886円。

○ 所得は前年比91,505円減の96,607円。
○ 費用（生乳100kg当たり、9,481円）のうち、飼料費（4,378円）をはじめ、乳牛償却費、農機具費など物財費で

85％を占める。

３ 牛乳の生産コスト

資料：農林水産省「畜産物生産費統計」
注１：調査期間について、平成30年度までは４月から翌年３月までとしていたが、令和元年からは１月から12月に変更となった。
注２：所得については、「畜産物生産費統計」を参考に、畜産振興課で算出。

４

費用合計 9,481円

所得（円）

資料：農林水産省「畜産物生産費統計」

うち
飼料費

H７年度 12 17 22 27 30 R1年 2 3 4
全算入生産費 508,347 556,789 595,232 646,478 636,705 723,629 750,257 779,887 834,586 952,886
うち飼料費注１ 196,186 223,178 256,252 295,997 335,074 348,342 357,953 367,148 404,745 464,669

所得注２ 243,096 216,260 167,667 128,028 291,301 268,726 267,855 246,178 188,112 96,607

飼料費

4,378 円

（46%）

乳牛償却費

1,690 円

（18%）

農機具費

474 円

（5%）

光熱水料

及び動力費

322 円

（4%）

その他

1,164 円

（12%）

労働費

1,453 円

（15%）

令和４年牛乳生産費（生乳100kg当たり）の内訳

（乳脂肪分3.5％換算乳量）



H27年 28 29 30 R1 2 3 4 5

初妊牛 545,313 705,546 808,084 851,556 749,582 690,215 631,519 488,363 438,447
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H27年 28 29 30 R1 2 3 4 5

廃用牛 173,995 172,494 149,731 153,907 167,503 168,117 157,236 119,591 150,747
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H27年 28 29 30 R1 2 3 4 5

黒毛和牛 雄 394,641 535,935 522,943 503,191 479,722 365,302 458,883 402,229 339,312

黒毛和牛 雌 326,965 447,731 445,011 436,080 419,467 322,331 384,555 324,262 255,913

ﾎﾙｽﾀｲﾝ 雄 69,190 99,890 99,886 122,727 107,432 97,310 96,842 61,681 44,148

交雑種 雄 193,854 260,278 265,310 267,321 269,464 169,814 168,218 125,790 83,686

交雑種 雌 141,733 175,993 181,603 179,710 187,147 118,276 116,646 77,977 44,840
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〇 初妊牛販売価格は平成27年(2015年)から上昇し、平成30年(2018年)に最高値となった。令和元年(2019年)
以降、低下し、令和５年（2023年）は平成27年（2015年）以降、最低の438,447円。

〇 廃用牛販売価格は平成27年(2015年)以降14万円～17万円台で推移。令和４年（2022年）は大きく低下したが、
令和５年（2023年）は150,747円まで回復。

〇 初生牛販売価格は黒毛和牛・ホルスタイン・交雑種ともに平成28年(2016年)までは上昇、その後横ばいが続
いたが、令和２年(2020年)以降は低下傾向で推移。

４ 個体販売価格の推移

５

■初妊牛販売価格の推移

■廃用牛販売価格の推移

（道内１１市場の平均）

■初生牛販売価格の推移

（ホクレン「乳牛市場成績」（6市場）＋ホルスタイン農協１市場＋家畜商協2市場の平均）

（ホクレン「乳牛市場成績」（５市場）＋家畜商協３市場の平均） 資料：北海道農政部調べ

（円）

（円）

（円）

資料：北海道農政部調べ

資料：北海道農政部調べ



５ 酪農の飼養形態

○ 北海道の酪農の飼養形態は、家族経営体が９割強、大規模法人などの組織経営体が１割弱と、小規模農家
が大宗を占める。

○ 経営体のうち、繋ぎ飼いが全生乳出荷戸数の60％程度を占め、フリーストールが30％程度、放牧主体が５～
10％を占める。

○ 畜産クラスター事業等を活用し、フリーストールの整備、搾乳ロボットの導入等の規模拡大の取組が進展。

飼養形態

家族経営体 組織経営体

備 考
放牧主体 繋ぎ飼い

フリーストール

うち搾乳ロボット 組織経営体

１戸（経営体）当たり
経産牛飼養頭数（※）

～約80頭/戸 ～約80頭/戸 約100頭/戸～ 約60～120頭/戸 約250頭/戸～

搾乳ユニット自動搬送装置や自動給
餌機等により100頭程度まで可能

一台で約60頭の搾乳可能
台数増により多頭飼育も可

１頭当たり平均乳量（※） 6,000～8,000kg/年 8,000kg/年 9,000～10,000kg/年 9,500～10,000kg/年 9,000kg～/年
・経営体間の差異が大きい
・道内平均：8,972kg/頭

(R4年度)

飼養形態割合 ５～10％程度 60％程度 30％程度 10％程度 ６～７％程度
生乳出荷戸数計4,822戸

（R5.2.1）

メリット

・牛が自ら採食するため、飼養管
理、飼料生産の省力化

・飼料給与や繁殖確認等の個体
管理が容易

・搾乳や給餌の労力が減少、牛
のストレスも軽減

・搾乳作業の実働が極めて少な
くなり、労働時間が短縮 ・出役日や勤務時間の調整によ

り、休日取得や労働時間の短縮
が可能・購入飼料費の削減などによる低

コスト生産が可能
・牛１頭当たりの施設面積が小
さくて済む

・発情行動がわかりやすくなる
・搾乳回数の増加（３回/日程
度）により、乳量が増加

デメリット

・１頭当たりの乳量が他の飼養形
態と比較して少なくなる可能性。

・人が動くことが必要であり、搾
乳や給餌に労力がかかる

・設備投資額が大きくなる ・設備投資額が大きくなる ・設備投資額が極めて大

・搾乳施設の周辺に、まとまって
整備された放牧地が必要

・繋ぎ飼いのような個体管理が
困難（群管理）

・乳用牛をロボットに馴れさせる
ことが必要

・経営主による労務管理能力の
向上が必須

６

（５月～10月）

※ １戸（経営体）当たり経産牛飼養頭数及び１頭当たり平均乳量は目安。


